
　　

●14　　 広報しらたか　2010.7.12●15 　　 広報しらたか　2010.7.12 ●14　　 広報しらたか　2010.7.12●15 　　 広報しらたか　2010.7.12

佳
作　

悲
し
み
も
楽
し
い
事
も
紙
一
重　
　
　
　

小
山
沢　

安
達
よ
し
ゑ

〃　
　

一
句
詠
み
し
き
紙
に
綴
る
旅
の
宿　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

折
り
紙
に
願
い
を
込
め
る
千
羽
鶴　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

〃　
　

金
儲
け
紙
の
重
さ
に
潰
さ
れ
て　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

〃　
　

チ
リ
紙
で
ポ
ッ
ケ
一
杯
花
粉
症　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

七
夕
で
短
冊
色
紙
願
い
込
め　
　
　
　
　

藤
沢
市　

田
苗　

創
真

〃　
　

振
り
返
る
人
生
草
紙
泣
き
笑
い　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

善
と
悪
心
で
決
ま
る
紙
一
重　
　
　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
巳

〃　
　

幼
子
も
上
手
に
つ
く
る
紙
細
工　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

〃　
　

紙
一
重
運
の
良
い
人
悪
い
人　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

紙
面
記
事
倫
理
の
欠
如
胸
痛
む　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

物
忘
れ
メ
モ
し
た
つ
も
り
の
紙
が
無
い　

佐
野
原　

五
十
嵐
と
し

秀
句　

思
い
出
の
手
紙
な
か
な
か
探
せ
な
い　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

〃　
　

あ
り
が
と
う
母
の
日
祝
う
娘
の
手
紙　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

平
成
に
影
を
潜
め
た
紙
芝
居　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

〃　
　

早
春
の
紙
を
漉
く
手
が
赤
く
な
る　
　
　

荒
砥
甲　

本
間　

義
康

〃　
　

昭
和
の
子
消
し
て
は
書
く
の
藁
半
紙　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
み
き
子

〃　
　

紙
風
船
を
薬
屋
く
れ
た
よ
き
時
代　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

紙
一
重
明
暗
分
け
た
出
か
け
の
茶　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

〃　
　

夢
を
子
ら
色
紙
に
託
し
天
の
川　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

〃　
　

紙
一
重
ピ
ン
チ
を
逃
れ
生
き
て
行
く　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

折
り
込
み
に
誘
わ
れ
二
人
遠
出
す
る　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

五
客　

赤
紙
で
異
国
に
散
っ
た
兄
思
う　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

指
な
め
て
紙
幣
数
え
る
夢
を
見
た　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

母
思
う
色
紙
似
顔
絵
涙
す
る　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

〃　
　

紙
一
枚
籍
を
入
れ
た
り
別
れ
た
り　
　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

リ
ト
マ
ス
紙
変
わ
る
子
の
目
に
夢
描
く　

貝　

生　

保
科　
　

努

人
位　

深
山
和
紙
男
武
将
の
か
ぶ
と
折
る　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

地
位　

人
生
を
和
紙
の
ね
ば
り
に
学
び
た
い　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

天
位　

白
紙
に
は
戻
れ
ぬ
過
去
が
胸
に
あ
る　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

軸　
　

あ
り
が
と
う
遺
書
は
白
紙
の
ま
ま
が
良
い　
　
　
　

一　

杯　

次
回　

「
カ
ル
テ
」
七
月
末
ま
で
。　

「
す
れ
違
い
」
八
月
末
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

�

町
報
川
柳　
　
　

「　

紙　

」　　
　

樋
口
一
杯　

選

「いちご狩り」その１

保育士「今日はいちご狩りに行くよ」

Ｇくん「やったー！ぼく、いちご狩

　　　　りいっぱい食べるよ！」

保育士「…Ｇくん、食べるのは、

　　　　い・ち・ご　だよ」

よつば保育園

�
�
�
�

　

今
回
は
悪
徳
商
法
の
中
か
ら

「
次
々
販
売
」
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

【
次
々
販
売
】
と
は
？

◎
言
葉
巧
み
に
近
づ
い
て
、
消
費

者
が
一
度
契
約
す
る
と
、
必
要
の

な
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と

販
売
し
て
過
剰
な
量
の
契
約
を
さ

せ
る
手
口
で
す
。

事
例
①
…

　

１
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
80
歳

に
な
る
母
が
、
１
年
間
で
着
物
を

４
着
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
２
つ
も
買

わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
自
宅
を
訪
問
し

て
く
る
同
じ
業
者
か
ら
買
っ
て
い

る
様
で
す
。母
は
認
知
症
気
味
で
、

業
者
に
言
わ
れ
る
が
ま
ま
購
入
し

た
よ
う
で
す
。

※
１
人
暮
ら
し
や
、
日
中
家
に
１

　

人
で
い
る
お
年
寄
り
が
狙
わ
れ

　

る
悪
徳
商
法
の
１
つ
で
す
。

※
不
必
要
な
過
量
販
売
を
行
う
業

　

者
は
、
法
律
で
行
政
処
分
の
対

　

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
次
々
販
売
の
被
害
に
あ
わ
な

い
た
め
に
】

●
「
家
族
と
相
談
し
て
か
ら
返
事

　

し
ま
す
。」
と
言
い
、
そ
の
場

　

で
は
決
し
て
契
約
し
な
い
。

●
ご
家
族
の
か
た
は
、
見
慣
れ
な

　

い
商
品
や
不
審
な
契
約
書
類
な

　

ど
が
な
い
か
、
家
の
中
や
生
活

　

状
況
の
変
化
に
注
意
を
払
う
。

「
次
々
販
売
」
の
よ
う
な
こ
と
や
、

そ
の
他
に
も
不
審
な
勧
誘
や
訪
問

が
あ
っ
た
場
合
は
、
町
民
生
活
セ

ン
タ
ー（
町
民
課
く
ら
し
環
境
係
）

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

知
識

豆

vol.2

指輪もいかがですか？

「いちご狩り」その２

保育士「Ｓくん、何個食べたの？」

Sくん「ぼく、おっきいのを100個

　　　　もたべたよ！」

保育士「えー！すごい」

Sくん「ほーら、はらまっかだ！」

（満腹のお腹、Tシャツは真っ赤に

　染まって…）

※
広
報
し
ら
た
か
「
６
月
14
日
号
」掲
載
、「
町
報
川
柳
」の
片
倉
時
美
さ
ん
の

　

名
字
は
、
正
く
は
「
片
山
」
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。


